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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日本の訪問看護実践に特徴的な行動と信念、およびそれらに変化をもたら
す要因を明らかにすることである。まず、質的研究論文の文献レビューと熟練訪問看護師・新人訪問看護師へのインタ
ビュー調査により、「利用者・家族とのかかわり方」「看護職者としての役割」などの側面における訪問看護師に特徴
的な行動と信念を明らかにした。次いで、病院での勤務経験をもつ新人訪問看護師を対象に複数回の経時的なインタビ
ュー調査を行い、病院経験と対比した戸惑いや葛藤、視点の変化を経験していること、これらの戸惑いや葛藤は自身の
経験や同僚とのカンファレンスによって変化したことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to elucidate characteristic behavior and beliefs in 
actual visiting nurse practice in Japan and factors that bring about changes in them. First, based on a re
view of qualitative research papers and interview surveys of experienced visiting nurses and novice visiti
ng nurses, characteristic behavior and beliefs of visiting nurses in terms of "the relationship with home 
care recipients and families,""role as a member of the nursing profession,"etc. were elucidated. Next, sev
eral interview surveys over time of novice visiting nurses who had experience working in a hospital were c
onducted to elucidate their having experienced confusion, conflicts, and changes in point of view in compa
rison with their hospital experience, and their confusion and conflicts having changed as a result of thei
r own experience and conferences with coworkers.
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１．研究開始当初の背景 
(1)日本においては、療養上の重要な場面に
おいて家族の意向が直接的・間接的に反映さ
れがちであることや、訪問看護師が療養者と
家族間のコミュニケーションを促進するな
どの家族員間の関係性に働きかける支援を
積極的に行っていることが明らかにされて
いる（本田ら 2006）。また、訪問看護師に求
められる能力として、「利用者の生活場面で
看護過程を展開する力」「利用者の家族との
関係を構築する力」「家族のケア能力を向上
させる力」「他職種との連携による問題解決
能力」が明らかにされている（王ら 2008）。
人間は、直接あるいは間接的な経験をするこ
とによって、既存の知識・スキル・信念の一
部が修正されたり、新しい知識・スキル・信
念が追加されるが（松尾 2006）、病院から在
宅へ実践の場を移した看護職者においても、
特有の経験を通じた学習によって能力開発
がなされていると考えられる。 
 
(2)近年、人間行動を理解する理論として、
スキーマ理論が注目されている。スキーマと
は「過去の反応や体験が組織化されたもの」
で、スキーマ理論（西田 2006）とは「人間
は同じような状況下で周りの人々とコミュ
ニケートしているうちに脳内にスキーマが
形成され、それがその文化特有の行動様式を
形作る」というものである。異文化間コミュ
ニケーション学問分野では手続きスキーマ
と呼ばれる行動ルールを用いた日本人と米
国人の間のコミュニケーションの問題につ
いての比較研究等が行われている（Nishida 
et al. 1998）。 
 
(3)研究者はこのスキーマ理論をもとにして、
看護職者の行動およびその行動を方向づけ
る高次の認知要因である信念に関する国際
比較研究を行ってきた（平成 19 年度千葉大
学 21世紀 COEプログラム拠点報告書 2008）。
日本・米国・英国・スウェーデン・タイ・韓
国・中国を対象国として【看護専門職として
の役割】【コミュニケーション】の 2 つの観
点から訪問看護師/病棟看護師の看護職者の
行動と信念を比較した結果、たとえば韓国と
の比較では、“理学療法士がいない場合、関
節可動域訓練を行う”“家族の気持ちを支援
するために時間をとる”など、多くの項目で
日本との有意差がみとめられた。現在、この
研究の延長として、文部科学研究費による
「東アジア（日本・韓国・中国）における在
宅での家族看護実践に関する国際比較研究」
を継続している。その結果、日本と比べて韓
国や中国では家族間のコミュニケーション
がよくとられており、医療職が家族員間の意
向の調整に関わることは少ないことが示唆

されている。 
 
(4)さらに、日本における病棟看護師と訪問
看護師の行動と信念を比較した結果におい
ては（伊藤ら 2009）、“患者の死が近づいて
いる場合、本人や家族に死後の処置や葬式に
関する相談をする”“検査の結果や診断名が
重篤な場合は、患者に認知症などがなく意識
が清明でも、その内容を家族に最初に伝える
ように手配する”等の行動は、訪問看護師の
ほうが有意によくとる傾向があった。 
 
(3)、(4)の結果より、看護職者の行動や信
念は、日本とその他の国、病院と在宅という
異なる状況や文化の中で形成されていくこ
とが示唆された。そこで次なる課題として、
日本の訪問看護実践に特徴的な行動と信念、
およびそれらに変化をもたらす要因を明ら
かにしたいという着想に至った。 
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２．研究の目的 
 日本の訪問看護現場においては、家族員間
の関係性への働きかけ、医師との連携方法な
どにおいて、施設内とは異なる形での看護実
践が行われている。これら訪問看護実践に特
有な状況における行動やそれを導く信念の
多くは、個々の看護職者の実践経験を通じて
形成されていると考えられる。 
 そこで、訪問看護実践に特徴的な行動と信



念、およびそれらに変化をもたらす要因を明
らかにすることを目的として本研究を実施
した。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的を達成するために、訪問看護実
践に内在する看護職者の行動と信念を明ら
かにするための研究＜研究Ⅰ＞、新人訪問看
護師における行動と信念の経時的変化とそ
の変化をもたらした要因を検討する研究＜
研究Ⅱ＞の 2段階で研究を構成した。 
 
＜研究Ⅰ＞ 
訪問看護実践に内在する看護職者の行動と
信念を明らかにするための研究 
 
(1)訪問看護実践に内在する看護職者の行動
と信念を明らかにするための文献レビュー 
 医学中央雑誌 web版 Ver.5 を中心に用いて
「訪問看護」and「学生」「新人」「特徴」「特
性」「能力」「教育」「行動」「信念」などをキ
ーワードにして、文献を収集した。 
質的メタ統合の方法を参考にして文献に
示された知見を分析し、訪問看護実践に内在
する看護職者の行動と信念の特徴を示す要
素を抽出した。 
 
(2)訪問看護実践に内在する看護職者の行動
と信念を具体的に明らかにするためのイン
タビュー調査 
①対象者：関東圏と関西圏の訪問看護ステー
ションに所属する訪問看護のエキスパート
（訪問看護経験 5年以上を有する、訪問看護
認定看護師または訪問看護ステーションの
管理者）および新人訪問看護師（病院での勤
務経験を有し、訪問看護経験が半年～1 年程
度の看護師）。 
②対象者へのアクセス方法：訪問看護のエキ
スパートは日本看護協会のホームページ(ht
tp://www.nurse.or.jp/nursing/index.htm
l)の訪問看護認定看護師登録者または研究
者のネットワークから、新人訪問看護師は W
AM NET（http://www.wam.go.jp/）の介護事
業者情報に掲載されている訪問看護ステー
ションから、それぞれ探索した。 
③データ収集方法・内容：インタビューガイ
ドを用いた半構造的インタビュー調査を実
施した。インタビュー内容は、「利用者・家
族とのかかわり」「看護職者としての役割」
「他職種との役割分担・連携」「医療と生活
のバランス」「病院看護と在宅看護の違いが
ゆえに経験した失敗談」などとした。インタ
ビューの実施時間は 40 分～90 分程度であっ
た。インタビューの対象者の背景（性別、年
齢、取得資格、教育背景、職歴、職位、勤務
形態、所属する訪問看護ステーションの概
要）については、属性調査票を記載していた
だき、情報を収集した。 
④分析方法：インタビューの逐語録を作成し、
「訪問看護実践に特徴的な行動や信念」に関

連する語りを抽出して、コード化、カテゴリ
ー化を行った。 
⑤倫理的配慮：各対象者に研究の趣旨と方法
を説明し、自由意志での参加、匿名性の保持
などについて口頭と文書を用いて説明し、署
名により同意を確認した。調査は、研究者の
所属機関における倫理審査委員会の承認を
得て実施した。 
 
＜研究Ⅱ＞ 
新人訪問看護師における行動と信念の経時
的変化とその変化をもたらした要因を検討
する研究 
 
(1)新人訪問看護師を対象とした経時的なイ
ンタビュー調査 
①対象者：関東圏 A県の訪問看護ステーショ
ンに所属する、病院・診療所等施設内での看
護実践経験を 1年以上有し、初めて訪問看護
師として就職した看護師。 
②対象者へのアクセス方法：関東圏A県の197
か所の訪問看護ステーションの管理者宛て
に研究協力依頼書を配布し、施設として研究
に協力いただける場合、対象条件に合う訪問
看護師に研究協力依頼書・回答書を配布して
いただいた。研究の説明を受ける意志のある
訪問看護師には、FAX にて研究者に回答書を
返信していただいた。 
③データ収集方法・内容：インタビューガイ
ドを用いた半構造的インタビュー調査を実
施した。インタビューは、第 1段階の研究結
果から作成したインタビュー内容に、「訪問
看護師を志したきっかけ」「一人で訪問でき
るようになるまでにステーションで受けた
支援」を加えた自作のインタビューガイドを
用いて行った。インタビューは、入職 3ヶ月
以内、入職 6ヵ月後、入職 1年後の 3時点と
した。2 回目以降のインタビューの際には、
前回のインタビューで語られた「訪問看護実
践を通じて変化した行動や信念」に関連する
内容を提示し、それに変化があったかどうか、
変化があった場合はその変化をもたらした
理由や経験についても尋ねた。インタビュー
の実施時間は1回40分～110分程度であった。
インタビューの対象者の背景（性別、年齢、
取得資格、教育背景、職歴、職位、勤務形態、
所属する訪問看護ステーションの概要）につ
いては、属性調査票を記載していただき、情
報を収集した。 
④分析方法：インタビューの逐語録を作成し、
「訪問看護実践を通じて変化した行動や信
念」に関連する部分を抜き出し、コード化、
カテゴリー化を行った。行動や信念のテーマ
ごとにそれらを形成した要因についても分
析を行った。 
⑤倫理的配慮：各対象者に研究の趣旨と方法
を説明し、自由意志での参加、匿名性の保持
などについて口頭と文書を用いて説明し、署
名により同意を確認した。調査は、研究者の
所属機関における倫理審査委員会の承認を



得て実施した。 
 
 なお、上記の研究Ⅰ、Ⅱと並行して、日本
の訪問看護実践の特徴を考察するために、国
際学会（第 14 回東アジア看護研究者フォー
ラム、第 10回国際家族看護学会）に参加し、
参加者との意見交換、および情報収集を行っ
た。 
 
４．研究成果 
(1)研究Ⅰ：訪問看護実践に内在する看護職
者の行動と信念を明らかにするための研究
の成果 
 
①文献レビューにより、【利用者・家族の人
生や生活を尊重して支援する】【内省して自
己を高め続ける】など 15 カテゴリーの訪問
看護師の行動と信念が明らかになった。 
 
②インタビュー調査は、訪問看護のエキスパ
ート 10 名（関東圏 5名、関西圏 5名）、新人
訪問看護師 1名に対して実施した。対象とな
った訪問看護師は全員女性であった。 
 分析の結果、「利用者・家族とのかかわり」
における訪問看護実践に特徴的な行動と信
念は、【家族を丸ごと看護する】【家族の歴史
を変えようとしてはならない】【今の家族関
係のありのままを受けとめる】【家族関係の
情報収集では家族の語りを待つ】【利用者・
家族の意見をまずは優先する】【利用者が納
得してケアを受け入れるのを待つ】【家族が
行ってきた介護方法を認め、徐々に指導を行
う】【気持ちが揺れ動く家族を認め、支える】
にまとめられた。以上より、訪問看護実践に
特徴的な行動と信念として、家族全体をとら
え、家族の歴史や現在の姿を認め、利用者や
家族の状態を見ながらケアや指導を行って
いることが示された。 
 「看護職者としての役割」における訪問看
護実践に特徴的な行動と信念は、【利用者の
持っている能力を引き出すために他職種に
働きかける】【家全体の環境を整える】【ジェ
ネラリストである必要がある】【責任感を持
ち、料金に見合ったサービスを提供する】【社
会や地域における貢献を考える】などにまと
められた。 
「他職種との役割分担・連携」における訪
問看護実践に特徴的な行動と信念は、【医師
への連絡のタイミング、依頼の仕方に注意す
る】【介護支援専門員（ケアマネジャー）に
タイムリーに情報を伝えるように心がける】
【病院と比べて他職種との関係は対等であ
る】【他職種が他組織で働く職員であること
を意識する必要がある】などにまとめられた。 
「医療と生活のバランス」における訪問看
護実践に特徴的な行動と信念は、【生活が見
えやすいので利用者に具体的な提案・助言を
しやすい】【生活が見えすぎるがゆえに利用
者に提案・助言をしにくい】【経済面を考慮
してケア方法の提案をする必要がある】【病

院で受けた指導内容を家族の状況を踏まえ
てアレンジする必要がある】などにまとめら
れた。 
 
(2) 研究Ⅱ：新人訪問看護師における行動と
信念の経時的変化とその変化をもたらした
要因を検討する研究の成果 
 
①訪問看護ステーション9か所から新人訪問
看護師合計 10 名の研究協力が得られ、各対
象者に対してインタビュー調査を実施した。
対象となった訪問看護師は全員女性であっ
た。インタビュー調査は対象者の都合（異動、
家族の介護）により、経時的な調査ができた
のは 8 名、1 回のみのインタビューとなった
のは 2名であった。 
 分析の結果、病院看護との違いとして語ら
れた訪問看護実践における行動や信念は、
【家族に踏み込みすぎてしまいそうになっ
てしまう】【利用者・家族の話を聞くだけで
は看護だと思えない】【利用者・家族に働き
かけるタイミングをつかみにくい】【病院の
ように日課通りに看護は行えない】【訪問看
護師は黒子に徹する必要がある】【利用者の
できているところに目を向け信頼関係を築
く必要がある】【利用者と家族が継続できる
看護目標を設定する必要がある】【ケアマネ
ジャーとの役割分担が難しい】【コスト意識
を持つ必要がある】などにまとめられた。 
経時的なインタビュー調査により、上記の
行動や信念に変化が起きたことが明らかに
なった。病院経験と対比した戸惑いや葛藤を
示す【家族に踏み込みすぎてしまいそうにな
ってしまう】【利用者・家族の話を聞くだけ
では看護だと思えない】などの信念は、家族
からの言葉、管理者からの助言、先輩との同
行訪問での学び、同僚とのカンファレンスな
どによって、利用者・家族とのかかわり方が
わかった、利用者・家族を一歩引いて見るこ
とができるようになった、自分をセーブでき
るようになった、長期的な視野をもってかか
われるようになったなどの自身の変化につ
ながり、抱いていた戸惑いや葛藤がやわらい
だことが明らかになった。 
 
(3)国際学会への参加を通した日本の訪問看
護実践の特徴の考察 
 第 14 回東アジア看護研究者フォーラムの
参加者と訪問看護実践のあり方について意
見交換を行った。具体的には、日本の家族は
介護が大変だというイメージをもっていた
り、人の死をイメージしづらくなっていたり
と、介護の準備性が整っていない家族が多い
こと、訪問看護師はケアマネジャーとの家族
支援における役割分担を難しく感じている
ことなど、日本の家族と訪問看護師の支援状
況について話し合った。本研究の対象者から
もケアプランと訪問看護実践の関係やケア
マネジャーとの連携の難しさに関する内容
が述べられており、日本の訪問看護実践の特



徴であると考えられた。 
 
(4)まとめ・今後の展望 
 以上の研究Ⅰ、Ⅱの結果より、日本の訪問
看護実践に特徴的な行動と信念および、病院
での勤務経験を有する新人訪問看護師にお
ける行動と信念の経時的変化とその変化を
もたらした要因を明らかにした。 
 本研究成果を訪問看護師の実践を通じた
能力開発過程の視点からさらに検討を行い、
病院での勤務経験を有する既卒訪問看護師
および病院での勤務経験を持たない新卒訪
問看護師に対して必要な学習支援の方法を
明らかにし、新人訪問看護師を育成するため
のプログラム構築に活用していく予定であ
る。 
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